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菊の香がいっIボい行鷺麓認護警」が、11月 2. 3の両日、市民文イヒ会館ロビーで、市民総合文ィヒ祭の併催 

記 lg 拠 

統
了
ん
ーそ
邑
 

ー
 

十
一
月
八

日
 

総
括
表
に
基
づ

い
て
、
 一
つ
一
 

ー
 
（
月
）
晴
後
雨
 

つ
処
理
状
況
を

点
検
の

結
果
、
 

ー
 
八
時

三
十
分
 

総
要
望
事

項
三
七
〇
件
の
内

処

か
ら
下
半
期
事
 

理
完
了
の
も
の

二
五
三
件
（
六

業
の
ヒ

ヤ
リ
ン
 

八

・
四
％
）
経
過
中

の
も
の
四

l
 l
ー
 

グ
タ
続
行
。
 

八
件
（

一
二
・
九
％
）
未
処
理
 

午
後
一
時
、
 

の
も
の
六
九
件
（
一

八

・
七
％

交
通
安
全

協
会
 

）
と
な
っ

て
お
り
、
各
課
別
の

会
長
尾
崎
藤
雄

氏
ご
母
堂
ふ

つ
 
処

理
状
況
は

次
の
と
お

り
で
あ
 

様
の
葬
儀
に
参

列
。
 

る
。
 

こ
の
間
に
大
日
本
農
会

の
農
 

事
功
労
者
と
し

て
「
緑
白
綬

有
 
課
 

名
 

件
数
 
処
理
完
了

功
章
」
 
の栄
誉
に

輝
く
長
富
の
 
情
 
報
 

課
 
九

件
 

五
件

松
川
一
男
氏
を

初
め
数

人
の
来
 
生

活
環
境
課
 
一
四
件
 
一
四
件

客
に
接
す
。
 

税
 
務
 
課
 
一

件
 
一
件

五
時
、
西
北
五
衛
生
処
理
組
 
窓

口
サー
ビス
課
一
〇
件
 

八
件

合
川
浪
議
長
、

逆
瀬
川
局
長
か
 
健
康
年
金

課
 
一
九
件
 
一
九
件

ら
場
内
処
理
方
式
へ
移

行
に

つ
 
建
 
設
 

課
 
二
一
入件
 
七
六
件

い
て
の
経
過
の
報

告
を
受
け
る
。
 
都
市
計
画
課
 
九

件
 
九
件

と
こ
ろ
で
、
 
一
年
間
の
処
理
 
農
 
林
 

課
 
一
九
件
 
一
五
件

す
べ
き
予
算
計
上
の
事
業
、

…
 
土
地
改

良
課
一
一
三
件
 
一
七
件

地
域
市

民
集
会
で

の
要
望
事
項
 
商
工

観
光
課
 
一
五
件
 
一
一
件

そ
れ
に

私
の

メ
モ
の
分
も

加
え
 
下
水
道
課
 

一
件
 
一

件

る
と
総
件
数
は
約
一
、

〇
〇
〇
 
水
 
道
 
課
 

五
件
 
一

件

件
に
も
お
よ
ぶ
が
、

こ
れ
ら

の
 
福
祉
事

務
所
 
一
九
件
 
一
五
件

消
化
の
た
め
に
は
勢

い
ス
ピ
ー
 
農
業

委
員
会
 
一
〇
件
 
一
〇
件

ド
を
加
え
ぎ

る
を
得
な
い
こ
と
 
教

育
委
員
会

一
」
一件
 
一
八
件

に
も
な
り
、
事
務
の
総
量
と
配
 
公
 

民
 
館
 
一
三
件
 
二
一
件

分
の
バ
ラ
ン

ス
は
長
の
泣
き
所
 
病
 
院
 
五
件
 
四
件

で
も
あ
る
。
職
員
の
健
康
を
願
 
消
 
防
 

署
 
三
八
件
 
一
七
件

う
や
切
な
る
も
の
が

あ
る
。
 

さ
て
、
本
年
二
月
実
施
し

た
 
計
 
三
七
〇
件

一
一
五
三
件

地
域
市

民
集
会
で

の
要
望
事

項
 
六

八
・
四
％
 

課 

名 

件 件 



福士孝―氏 平川甚四郎氏 

康悦郎氏 木村幸八氏 

藤田慶造氏 平山文三郎氏 

斎藤伊太郎氏 小坂濠逸氏 

菊池清助氏 福士行男氏 
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受 賞 者 を 囲 ん で 

木
村
幸
八
氏
（
六
一
一
）
 

〈
市内
旭
町
四
九
ー
六
〉
 

市
の
無
形
文
化
財
、
人
形
劇
 

「金
多
、
豆
蔵
」
を
主
宰
し
、
 

伝
統
の
な
か
に
独
持
の
芸
風
を

う
ち
た
て
、
豊
か
な
郷
土
芸
能

の
向
上
に
尽
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
木
村
ま
め

さ
ん
 

原
 
悦
郎
氏

（
六
五）
 

〈
市内
新
宮
字
岡
田
一
〇
七
〉
 

わ
が
国
古
来
の
武
道
「
鹿
島

神
伝
直
心
影
流
」
の
奥
義
を
き

わ
め
、
師
範
の
称
号
を
授
与
さ

れ
た
。
自
ら
直
心
影
流
法
定
会

を
主
宰
し
、
剣
道
の
普
及
と
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
原
千
香
子

さ
ん
。
 

平

山
文

三
郎
氏
（

六
八
）
 

〈
市内
新
町
三
七
〉
 

宝
生
流
謡
曲
の
道
を
き
わ
め

後
輩
の
育
成
指
導
と
市
の
文
化

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。
あ
わ

せ
て
緑
化
思
想
の
普
及
と
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
さ
れ
た
。
 

〈
内助
功
労
章
〉
平
山
あ

い

さ
ん
 

藤
田
慶
造
氏
（
六
一
一
）
 

〈
市
内
雛
田
一
六
四
の
一
四〉
 

多
年
に
わ
た
り
全
日
本
作
詩

家
協
会
に
属
し
、
多
彩
な
作
詩

活
動
を
続
け
る
。
と
く
に
、
 
「
 

五
所
川
原
行
進
曲
」
な
ど
郷
土

愛
あ
ふ
れ
る
秀
れ
た
作
品
を
発

表
し
、
市
文
化
の
進
展
に
尽
さ

れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
藤
田
さ
ち

さ
ん
 

福
士
行

男
氏
（

七
」
D
 

〈
市内
旭
町
五
七
〉
 

考
古
学
に
対
す
る
造
詣
が
深

く
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
と
そ

の
歴
史
的
な
意
義
の
究
明
に

つ

と
め
、
市
民
の
郷
土
愛
意
識
の

向
上
に
尽
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
福
士
の
ぶ

さ
ん
 

菊
池
清
助
氏
（
七
一こ
 

〈
市
内
大
町
一
五
〉
 

長
年
に
わ
た
り
労
働
行
政
団

体
の
長
と
し
て
労
働
者
の
福
利

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
。
あ
わ
せ

て
防
犯
協
会
長
と
し
て
防
犯
思

想
の
普
及
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
菊
池
そ
と
 

さ
ん
 

小
坂
源
逸
氏
（
八
一
）
 



長
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
、
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
人
々
を
褒
賞
す
る
五

十

一
年
度
の
「
市
文
化
褒
賞
」
 

「市
褒
賞
」
 
に十
人
の
市
民
が

決
ま
り
、
十

一
月
三
日
「
文
化

の
日
」
 
に
授賞
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

授
賞
式
は
、
午
前
十
時
か
ら

産
経
会
館
に
受
賞
者
と
内
助
功
 

労
章
の
夫
人
も
出
席
し
て
行
な

わ
れ
、
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
、
 

佐
々
木
市
長
が
、
 
「受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
こ
よ
な
く
郷
土
 

を
愛
し
、
産
業
、
文
化
、
教
育
 

の
各
搬
に
わ
た
っ
て
活
躍
、
市
 

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
五
万
 

市
民
と
も
ど
も
喜
び
を
分
ち
あ

い
た
い
。
 き
よ
う
の
よ
き
日
の

受
賞
を
契
機
と
し
て
、
い
っ
そ

う
の
ご
精
進
を
望
み
た
い
」
と
 

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
佐
々
木
市
長
か
ら
 

受
賞
者
と
夫
人
ひ
と
り
ひ
と
り
 

に
褒
状
と
メ
ダ
ル
、記
念
品
が
贈

ら
れ
福
士
市
議
会
議
長
、
村
上

市
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
会
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
平
川
甚
四
郎
氏
が
、
 
「
こ

れ
も
、
皆
さ
ん
の
常
日
頃
か
ら

の
ご
協
力
の
賜
も
の
で
す
。
感

激
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
」
 

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

米

受
賞
お

め
で
と

う
米
 

〈
市内
戸
沢
字
前
田
二
三
〉
 

戦
中
戦
後
の
多
く
の
困
難
を

克
服
し
な
が
ら
終
始

一
貫
、
農

業
技
術
の
指
導
に
専
念
。
数
多
 

く
の
農
業
団
体
の
役
員
と
し
て

農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
小
坂
は

つ
 

さ
ん
。
 

斎
藤
伊
太
郎

氏
〈
八
九〉
 

〈
市内
持
子
沢
字
笠
野
前
〉
 

旧
七
和
村
の
村
長
と
し

て
農
 

林
業
教
育
の
振
興
に
尽
す
。
町

村
合
併
の
実
現
に

つ
と
め
、
今

日
の
市
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
た
。
 

岩木川の改修促進を訴える大会 

戸 岩木川改修の促進を 八 
、 	流域市町村で決起大会 	ノ 
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くぶや予定l 

〈内
助
功
労
章
〉
斎
藤
み

つ
 
ま
た
、

多
年
に
わ
た
っ
て
地
域
 

さ
ん
 

の
環
境
美
化
運
動
に
率
先
し
て
 

平
川
甚
四

郎
氏
（
八
一
）
 

〈
市
内松
島
町
四
丁
目
〉
 

さ
ん
 

福
士
孝
一
氏
（
五
六
）
 

〈
市内
岩
木
町

一
六
〉
 

町
内
会
長
と
し
て
町
内
の
自

治
に
秀
れ
た
指
導
性
を
発
揮
、
 
 

参
加
し
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
 

た
。
 〈内

助
功
労
章
〉
福
士
マ
チ
 

多
年
に
わ
た
り
市
特
別
職
と
 
エ

さ
ん

し
て
市
行
政
に
携
わ
り
、
豊
か

な
識
見
と
秀
れ
た
指
導
性
を
も

っ
て
市
の
発
展
に
尽
さ
れ
た
。
 

〈内
助
功
労
章
〉
平
川
つ
や
 

ロ
ロ
A日
a
n

］
《
日
《
日
日
《

u

ロ
n
H
ロ
n
H
A
H久
耳n
H
A
H
H
ロ
n
H
ロ
n
F
A
u
h」H
ロ
ロ
h
H
ロ
日
ロ
ロ
ロ

ロ
A
un
H
A
H
H
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
n
H
ロ
ロ
ロ
 

岩
木
川
改

修
期
成
同
盟

会

（
会長
佐

々
木
市
長
）
 

主
催
の
、
 「
 

岩
木
川
改
修

促
進
総
決
起

大
会
」
は
、
 

十
月
二
十
八

日
ア
ラ
ス
カ

会
館
に
岩
木

川
流
域
二
十

八
市
町
村
の

理
事
者
、
建

設
省
河
川
局
、
 

東
北
地
方
建

設
局
、
県
土

木
部
、
県
議

会
な
ど
関
係

者
百
五
十
人

ほ
ど
が
出
席
 
 

し
て
開
か
れ
改
修
の
促
進
を
訴

え
る
大
会
宣
言
を
採
択
、
予
算

の
増
額
、
工
事
の
促
進
な
ど
活

発
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
 

岩
木
川
の
改
修
は
、
大
正
七

年
に
着
工
、
以
来
半
世
紀
余
を

経
て
百
数
十
億
円
の
巨
費
が
投

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
五
〇

％
の
改
修
を
終
え
た
ば
か
り
。
 

昨
年
あ
た
り
か
ら
年
間
事
業
費

が
十
億
円
を
越
え
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
五
十
二
年
か
ら
始

ま
る
国
の
第
五
次
治
水
事
業
五

カ
年
計
画
の
充
実
と
改
修
の
促

進
を
図
ろ
う
と
大
会
を
開
い
た

も
の
で
す
。
 

同
盟
会
の
佐
々
木
会
長
が
「
 

地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
の
た

め
に
も
、
関
係
団
体
が

一
丸
と

な
っ
て
早
期
完
工
を
働
き
か
け
 
 

よ
う
」
 
と
あい
さ
つ
、
山
田
県

議
会
議
長
、
渡
辺
東
北
地
方
建

設
局
河
肌
部
長
、
寺
阪
県
土
木

部
長
ら
が
改
修
促
進
に
協
力
を

誓
い
ま
し
た
。
 

次
い
で
①
新
治
水
五
カ
年
計

画
を
策
定
、
治
水
、
利
水
事
業

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
⑦
ュ流

域
開
発
の
進
展
に
合
せ
、
本
川

と
支
川
の
改
修
を
促
進
す
る
こ

と
瓜m
）多
目
的
ダ
ム
、
治
水
ダ
ム

の
建
設
を
促
進
す
る
こ
と
、
な

ど
の
大
会
宣
言
を
万
場
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。
 

コ
 
権
侵
害
に
は
ー
 

ー
 

ご
相
談
を
 

新
人
権
擁
護
委
員
に
両
氏
 

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
十

月
十
五
日
付
で
五
所
川
原
市
の
 
 

人
権
擁
護
委
員
二
人
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
 

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
 

新
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
平
山
ス
1

さ
ん
（
六
八
）
 

市
内
布
屋
町

一
九
、
無
職

▽
小
笠
原
徳

一
さ
ん
（
六
七
）
 

市
内
野
里
字
牧
の
原
一
六
ー
 

二
、
農
業
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昨
年
か
ら
、
毎
月
第
三
日
曜

日
を
「
市
民
清
掃
デ

ー
」
に
定

め
、
自
主
的
な
労
力
奉
仕
を
通

し
て
街
の
環
境
美
化
を
訴
え
て

き
た
青
年
会
議
所
（
前
田
紀
夫

理
事
長
）
と
青
年
ク
ラ
ブ

（
藤
 

森
健
悦
会
長
）
の
こ
と
し
最
後

の
奉
仕
作
業
が
、
さ
る
十
月
十

七
日
、
十
川
町
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

二
年
目
を
迎
え
た
こ
の
運
動

も
、
だ
い
ぶ
市
民
の
間
に
定
着
 

十川町での清掃奉仕 

定
着
す

る
ク
市
民

清
掃
デ

ー
H
 

麟
会

卒
先
し
て
参
加
 
葬
ク
 

水
道
工
事
は
、
市
の
指
定

店
と
し
て
公
認
さ
れ
て
い
る

業
者
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
 

水
道
の
特
性
上
、
そ
の
工

事
は
常
に
適
正
を
要
求
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
 一
定

の
基
準
に
適
合
す
る
事
業
所
 

【
 
⑤
二
九
三
二
、
元
町
四

一
 

七
ノ
八
 

し
、
月
を
追
う
ご
と
に
清
掃
機

運
も
盛
り
上
が
り
、
当
日
は
両

会
員
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

道
路
や
側
溝
の
清
掃
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
 

両
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
奉
仕
活
動
や
社
会

教
育
活
動
を
続
け
て
お
り
、
来
 

来
る
十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍

謄
本
の
交
付
請
求
の
し
か
た
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
の
理
由

は
、
戸
籍
を
不
当
に
利
用
し
て
、
 

国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
他
人
の
戸
籍
や
除
籍

の
謄
本
を
請
求
す
る
と
き
は
、
 

「請
求
の
事
由
」
 
つ
ま
り
何
の

目
的
に
使
用
す
る
か
を
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
請
求
が

不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
 

戸
籍
の
閲
覧
は
、
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 

な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
の
手
数
料
は
、
必
ず
現
金
書
 
 

年
の
あ
す
な
ろ
国
体
を
ひ
か
え
、
 

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
の
熱
意

と
努
力
に
市
民
や
関
係
者
の
間

か
ら
も
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

生
活
環
境
 

4

、
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 1
1

】
 

鷲
君
り
に
語

〈
 

ー
 

ー
I」

ー
・ー
‘・
ー
 
、
 !

 
一
 

!
 

一
 

!
 

!
 

】
 

留
か
、
郵
便
局
の
定
審
小
為
替
  

一
 

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

!
 

御
注
意
 

一
 

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、

う
 

!
 

謄
本
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
 

そ
の
事
由
を
示
し
て
、

戸
籍
の
  

】
 
一
 

過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

匿
名
で
五
万
円
 

贈

る

〈く
る
み
園
に
〉
 

市
立
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
 
にさ
る
十
月
二
十
七
日
、
 

四
十
歳
前
後
の
男
の
人
が
 
「お

と
し
よ
り
た
ち
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
名
前
も
告
げ
ず
現
金

五
万
円
入
り
の
封
筒
を
お
い
て

行
き
ま
し
た
。
 

紙
上
を
も
っ
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

業
所
、
⑤
九
五
二
五
、
田
 
一

町

一
七
三
 

△
（
有
）
高
杉
建
設
、
④
三
 

三
四
一
、
太
刃
打
字
千
刈
 
一
 

ー
ニノ
ー
 

ー
 

△
（
有
）
木
村
鉄
工
場
、
⑤
 

二
三
五
七
、
敷
島
町
六
六
 

店
 △

斎
藤
工
務
店
、
⑤
三
二
 
一
 

五
九
、
上
平
井
町
一
六
 
一
 

ノ
三
 

△
東
洋
水
道
ガ
ス
工
業
、
 

④
二
七
六
九
、
川
端
町
 

三
 

△
K
K
山
口
水
道
建
設
、
 

⑤
二
九
九
六
、
柏
原
町
 

六
四
 

△
北
斗
水
道
工
業
所
、
⑤
 

八
三

一
一
、松
島
町
四
 

ノ
四
八
 

△
工
藤
水
道
工
業
所
、
⑤
 

下
平
井
町
 

五
八
ノ
ー
ー
 

△
一
戸
水
道
工
務
所
、
⑤
 

新
宮
字
岡

田

ー
ノ
ー
六
 

不
動
設
備
工
業
所
、
⑦
一
一
 

五
四
〇
、
飯
詰
字
福
泉
二
 
一
 

〇
二
 

一
 

（有
）
富
士
水
道
、
⑤
一
一
 

七
九
八
、
松
島
町
八
ノ
八
 

六
 
一

五
所
川
原
水
道
、
⑤
六
四

五
五
、
下
平
井
町
二
一
九
 

ノ
ー
 

ー
 

!
 

を
指
定
店
と
す
る
認
可
制

と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
 

当
市
の
水
道
工
事
指
定

店
は
、
次
表
の
通
り
で
あ

り
ま
す
が
、
水
道
に
関
す

る

一
切
の
工
事
は
、こ
れ

ら
の
指
定
店
を
通
じ
て
行

わ
れ
ま
す
。
 

※
事
業
所
名
、
電
話
、
所

在
地
 

△
明
和
電
設
工
業
K
K
、
 

⑤
二
五
〇
五
、
鎌
谷
町

六
三
ノ
三
 

△
中
野
水
道
工
業
K
K
、
 

一
 

!
 

一
 

!
 

一
 

!
 

一
 

!
 

一
 

!
 

一
 

ク戸
籍
謄
本
の
請
求
に
は
 

「使
用
目
的
」
を
明
ら
か
に
）
 

一
嶋
姦
麟
鷲
羅

獅
 
⑤
一
釦

米
田
字
一
 

一
 
ー
［
ー
、旨
l
ョ
と
 、
、m
ツ
逃
給
ー
 
一
 

ム
（
有
）
岩
木
水
道
設
備
工
 
一
 

定
 

指
 

の
 

事
 

工
 

道
 

水
 

一
 
△
日
東水
道
工
業
K
K
、
⑤
 

一
 
二
六
〇
六
、

幾
世
森

一
七
 

△
 

ー
 
ー

ノ
ー
〇
 

一
 
△
K
K
大
丸
古
川
電
管
工
事
 

一
 
部
、

⑤
五
四
四
四
、
鎌
谷
 

△
 

一
 
町

一
四
八
 

一
 
△
成
田
ガ
ス
水
道
工
務
店
、
 

一
 
⑤

八
二
一
二
、
松
島
町
六
 

△
 

ー
 

ノ
ー
ー
 

一
 
△
西
北
ガ
ス
水
道
工
務
所
、
 

!
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叙勲祝黄曹讐受章 i、 
コ
丸
英

で
ん
き
で
ー

一
 

F
十
ニ
万
円
寄
付

L
 

市
内
大
町
の
丸
英
で
ん
き

（
 

飛
島
孝
英
社
長
）
で
は
、
こ
の

ほ
ど
財
団
法
人
市
教
育
振
興
会
 

ー
み
ん
な
の
健
康

J
 

教
室

L
 

●

胃
ガ
ン
に
つ
い
て
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
を
次
の
日

程
で
開
き
ま
す
。
 

今
回
は
 
「胃
ガ
ン
」
 
につ
い

て
で
す
。
 

▽
と
き
 
十

一
月
二
十
九
日
 

（月
）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
消
防
会
館
二
階

会
議
室
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

（
市健
康
年
金
課
）
 

と
 

と
 
会
 

レ
 

hレ
 
ン
 

レと 	き 11月30日（火） 

午後1時から 

レと こ ろ 市民文化会館 

ン会 	費 3,000 円（申込みと同 

時に納入して 

ください） 

ン申込み先 市情報課、商工会議所 

レ申込み締切 11月25日まで 

去
」
 

飯
詰

・
長
橋
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
各
所
の
山
地
に
姿

を
求
め
る
こ
と
の
出
来
る
落

葉
低
木
で
す
。
 

初
夏
、
葉
肢
に
淡
紫
色
で

ロ
ー
ト
状
の
小
花
が
密
集
し
 

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
人
々
の
年
金

制
度
で
、
と
し
を
と
っ
た
時
や

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
に
年
金
を
支
給
し
、
 

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳

ま
で
の
農
業
経
営
者
や
自
営
業

者
で
す
が
、
こ
の
外
に
国
民
年

金
以
外
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
の
配
偶
者
や
、
昼
間

部
の
大
学
生
な
ど
も
、
希
望
す

れ
ば
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と

毎
月
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
こ
の
保
険
料
は
定

額
で
月
千
四
百
円
（
昭
和
五
十

二
年
四
月
か
ら
は
二
千
二
百
円
 

）
で
す
。
 

ま
た
、
将
来
も
っ
と
多
く
の
 

球
車
ど郵
島競
警
 

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

（ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
）
 

て
咲
く
様
も
見
事
な
も
の
で

す
が
、
晩
秋
、
木
々
が
葉
を

落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
に

瑠
璃
色
の
果
実
を
秋
空
い
っ

ぱ
い
誇
っ
て
い
る
様
子
に
は

自
然
探
索
者
の
足
が
止
ま
り

思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
 
 

年
金
を
受
け
た
い
人
は
、
さ
ら

に
月
四
百
円
を
上
積
み
し

て
納

め
る
付
加
保
険
料
制
度
も
あ
り

ま
す
。
 

支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
老
齢

年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害

年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
の

七
種
類
で
す
が
、
こ
の
外
に
死

亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
。
 

年
金
額
は
、
老
齢
年
金
を
例

に
と
り
ま
す
と
、
二
十
五
年
間

保
険
料
を
納
め
て
月
三
万
二
千

五
百
円
で
す
が
、
付
加
保
険
料

も
二
十
五
年
納
め
た
場
合
は
、
 

五
千
円
加
算
さ
れ
て
月
三
万
七

千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
年
金
額
は
、
物
価
の
変

動
に
応
じ
て
自
動
的
に
引
上
げ

ら
れ
る
ほ
か
、
生
活
水
準
に
変

動
が
あ
っ
た
場
合
も
、
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
安

心
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
に

み
な
さ
ん
の
く
ら
し
を
守
る
た
 

し
ま
い
ま
す
。
 

こ
の
木
の
花
の
美
し
さ
・

果
実
の
あ
ま
り
の
素
晴
ら
し

さ
に
対
し
て
、
つ
け
ら
れ
た

名
前
が
 
「紫
式
部
」
で
す
。
 

平
安
時
代
中
期
の
才
媛
で
「
 

源
氏
物
語
」
の
作
者
と
し
て

名
高
い
彼
女
に
あ
や
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
も
こ
の
木
の

非
凡
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
 

!
 

!
 

j

、
、、
、
！
！
、
、
、
、
、
！
！
、
、

、
、
、！
！
、
、
、
、

・
 

、
、
 

め
の
制
度
と
し
て
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

み
ん
な
の
力
で
、
国
民
年
金

を
育
て
ま
し
よ
う
。
 

1
飾
り
物
細
工
で

J
 

r
念
願
の
テ
ン
ト

L
 

「
ひ
ま
わ
り
」
児
童
館
父
母

の
会

（
会長
小
野
国
子
さ
ん
）
 

は
、
飾
り
物
細
工
や
廃
品
回
収

を
し
て
長
年
不
自
由
を
か
こ
っ

て
い
た
念
願
の
テ
ン
ト
ひ
と
張

を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
 

会
の
役
員
が
九
月
上
旬
か
ら

二
週
間
が
か
り
で
、
ウ
イ
ス
キ
 

ー
の
空
ビ
ン
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
 

ー
を
入
れ
た
飾
り
物
を
作
っ
て

売
っ
た
り
、
廃
品
回
収
を
し
て

得
た
五
万
円
で
購
入
し
た
も
の

で
、
 
「秋
の
運
動
会
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
会
員
の

皆
さ
ん
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

!
 

の
奨
学
資
金
に
と
現
金
十
二
万

八
千
六
百
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

同
社
が
主
催
し
た
 
「音
の
祭

り
」
 
の
前
売券
の
売
り
上
げ
金

を
そ
っ
く
り
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

ー

岩
谷
氏
、
五
万

円
を
寄
付
 

市
内
上
平
井
町
で
卸
商
を
営

む
岩
谷
喜

一
氏
よ
り
、
氏
の
五

所
川
原
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

満
五
十
年
を
記
念
し
て
、
市
教

育
振
興
会

へ
五
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

自
衛
官
募
集
 

昭
和
五
十

一
年
度
第
三
次
 

「
二
等
陸
海
空
士
お
よ
び
陸

海
空
婦
人
自
衛
官
」
を
募
集

中
で
す
。
 

募
集
期
限
は
、
十
二
月
三

十
日
ま
で
 

詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ

ー
 

ビ
ス
課
、
ま
た
は
五
所
川
原

募
集
事
務
所

へ
。
 

は、国民年金制度 ロ
刀
 

普及推進月間です 

くらしを守る国民年金 

!

!
!
!
!
!
!

!

！
、
！

!

!
!
!

!
!
!

?
!
!
!

!
!

!

？
、
！
●
一
？
、

I
‘
、
‘
？
一
 

!
,！
、、
！!
!
'
!！
、？
、
！!
!
‘
》、I、．
！、I、
！
！
、
‘、
‘!
!

!
！

●
！、
‘
、
、I、、I●
！
一
！

!
!
 

勲五等旭日章 秋元 久吉氏 

勲五等瑞宝章 阿部 厳夫氏 

黄綬褒 章 平山文三郎氏 

発起人 五所川原市長 佐々木栄造

五所川原市議会議長 福士孝一

五所川原商工会議所 

会頭 村上純一 
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岩波書店 
ク 

ケ 

ク 

ク 

ス
情
力
教

代
 

お 

し 

ら 

せ 

柱
軒
一

「
市

文

化

書
道
特
選
 

昭
和
五
十
一
年
度
の
 
「市
文

化
奨
励
賞
」
 
に十

一
人
の
個
人

と
、
六
団
体
が
決
ま
り
、
十

一

月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
市
民

文
化
会
館
で
授
賞
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

受
賞
さ
れ
た
個
人
、
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
個
人
の
受
賞
 

▽
中
川
伸
吾
（
松
野
木
小
三

年
）
、
県
農
協
共
済
書
道
展
で

特
選
▽
太
田
啓
子
（
同
六
年
）
、
 

同
六
学
年
の
部
で
金
賞
▽
中
谷

智
津
子
（
飯
詰
中
三
年
）
、
第

七
回
珠
算
競
技
大
会
の
読
み
上
 

奨
励
賞

」
 

の
中

川
君
ら
に
 

げ
暗
算
で
第

一
位
▽
成
田
富
保
 

（三
中
三
年
）
、
金
国
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
県
大
会
で
最
優
秀
▽

山
口
ま
つ
え
（
豊
成
）
、
県
青

年
大
会
生
活
文
化
の
部
で
最
優

秀
▽
水
上
清
吉
（
松
島
町
）
、
 

も
の
を
大
切
に
す
る
県
民
運
動

推
進
標
語
で
最
優
秀
▽
大
沢
寿

夫
（
同
）
、
第
十
二
回
県
歌
人

賞
▽
佐
藤
豊
仙
（
蓮
沼
）
、
第

十
七
回
県
美
術
展
書
道
の
部
奨

励
賞
▽
平
山
硯
鷹
（
姥
や
ち
）
、
 

右
同
▽
石
川
紘
（
寺
町
）
、
東

北
囲
碁
選
手
権
大
会
中
堅
戦
で

優
勝
▽
千
田
和
美
（
本
町
）
、
 

社
市
村

店
社
会
 

成
戸
垣
《轟
 

借
八
稲

岩
国

文
 

理

編
史

裏

ー
究
 

時
 
地
史
 
台
讐
 

の
 

本
通

村
舞

青

の
 

そ
 

C
 

の
ー
 

・

日
ー
 

・
城

と
 
ー

史
 
断
森
り
 

ス
 
ー

市
垣

維

m
諸

エ
 
ラ

ー
「
 
か
守

部
 

イ
 
カ
八

稲
明
鎮

南
 

昭
和
五
十
年
度
の
川
柳
新
人
賞
 

（
敬
称略
）
 
◇
団
体
の
受
賞

▽
飯
詰
中
学
校
（
中
谷
智
津

子
ほ
か
二
人
）
、
第
七
回
県
珠

算
競
技
大
会
団
体
競
技
中
学
校

の
部
第

一
位
▽
五
所
川
原
第

一

中
学
校
（
江
良
み
ど
り
ほ
か
一
一

人
）
、
昭
和
五
十

一
年
度
青
森

放
送
の
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク

ー
 

ル
重
唱
の
部
で
優
秀
賞
▽
五

一

中
吹
奏
楽
ク
ラ
プ
、
全
日
本
吹

奏
楽
県
大
会
で
金
賞
▽
五

一
中

合
唱
ク
ラ
ブ
、
昭
和
五
十

一
年

度
青
森
放
送
の
子
ど
も
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
合
唱
の
部
で
優
秀
賞

▽
五
所
川
原
高
校
音
楽
部
、
昭

和
五
十

一
年
度
県
合
唱
コ
ン
ク
 

ー
ル
で
銀
賞
▽
五
所
川
原
合
唱

団
、
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
で
金
賞
 

。
 

た
 

ー
 

＋
よ
 

n

ノ
 

,
 

ー
 

＋
よ
 

一
 

山
 

郵
便
番
号
制

は
、
現
在
、
世

界
二
十
九
か
国

で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本

で
は
、
昭
和
四

十
三
年
七
月
一

日
か
ら
郵
便
事

業
の
合
理
化
、
 

近
代
化
を
図
る

目
的
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
 

郵
便
番
号
制

が
実
施
さ
れ
る
 

前
は
郵
便
物
を
一
通

一
通
手
で

区
分
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

郵
便
番
号
制
の
実
施
に
よ
り
機

械
を
使
っ
て
大
量
の
郵
便
物
を

早
く
区
分
け
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
機
械
は
、
手

書
き
の
郵
便
番
号
を
自
動
的
に
 
 

読
み
取
り
コ
時
間
に
約
二
四
、
 

〇
〇
〇
通
の
郵
便
物
を
一
〇
〇

方
面
に
区
分
け
で
き
る
も
の
で
、
 

今
で
は
全
国
の
主
要
郵
便
局
で

八
十
八
台
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

郵
便
番
号
は
、
配
達
郵
便
局

の
受
持
配
達
区
域
ご
と
に
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
引
受
郵

便
局
で
配
達
局
別
の
区
分
け
が

で
き
中
継
の
手
数
が
省
け
ま
す
。
 

ま
た
、
人
手
に
よ
る
区
分
け

の
場
合
で
も
、
郵
便
番
号
を
見

て
区
分
け
す
れ
ば
、
熟
練
し
て

い
な
く
て
も
、
容
易
に
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
郵
便
番
号
は

作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
大

変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
せ
っ
か
く
書
か
れ

た
郵
便
番
号
も
数
字
が

つ
ぶ
れ
 
 

て
い
た
り
か
す
れ
て
い
る
と
、
 

機
械
で
区
分
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
郵
便
番
号
は
、
正

し
く
ハ
ッ
キ
リ
と
書
く
よ
う
、
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

便
番
号
を
書
け
ぱ
都
道
府
県
名

は
省
略
で
き
ま
す
。
 

「
ー
 
市の
執
務
、
 

ー
 

［
 

冬
時
間
に

ー
 

市
の
執
務
時
間
が
十
一
月
一

日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
 

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

平
日
は
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

▽
平
日
 
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
 

（休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
か

ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
）
 

▽
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
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控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

刑
毛
軍
大

J

“
 

り
、
年
間
の
パ
ー
ト
収
入
が
七

最
近
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
 
十
万

円
以
下
の
場
合
で
す
。
 

働
く
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
 
〇
パ

ー
ト
収
入
が
年
間
七
十
万

す
が
、
年
収
が

一
定
額
を
超
え
 
円
を
超
え
、

七
十
六
万
円
以
下

る
と
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶
者
 
の
場
合
は
、

配
偶
者
控
除
は
受
 

唯
謹
証
騎

パ
ー
ト収
入
と税
金
答
暴
読
」
 

な
く
な
っ
た
り
、
主
婦
自
身
に
 

所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

税
金
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。
 

〇
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
七
十
六

〇
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
 
万
円
を
超
え
る
と
配

偶
者
控
除

得
に
な
り
ま
す
か
ら
、
給
与
所
 
が

受
け
ら
れ
な
い
う
え
に
主
婦

得
控
除
を
差
引
い
た
額
が
二
十
 
自
身
に
所

得
税
が
か
か
り
ま
す
。
 

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
 

ン プ レ ッ ク 

供 の 認 識 と 感 

威 と 権 

日本美術画全集第 17 巻

こけし、みちのくの旅伝統の美

グ ッ ト バ ィ 棟 方 志 功

日 本美術画全集第 4 巻 

井 

早 乙 女 勝 元 親に な っ た が運のつ き

塚 原 雄 太 私 は ロ を き か な い

羽 仁 説 子 しあわせにつながる もの

曽 野 綾 子 絶 望 か ら の 出 発 

岸 田 国 土 暖 	 流 

曽 野 綾 子 砂糖菓子が壊れる と き 

五 木 寛 之 恋 	 歌 

O岩波新書が198冊と多量入りました。 

O少年少女世界文学全集 18冊。 

O江戸川乱歩の少年探偵読物46冊。 

読書の秋にそなえてあります。御利用下さい。 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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